様式１１
２　設計及び施工に関する項目
(1) 事業費縮減
　　　　　　　　　　[bookmark: _Hlk211004335]
【提案事項】
「ライフサイクルコストの縮減」に関する提案について、以下の項目を含めて記載する。
　・ライフサイクルコストの縮減に関する設計の考え方
　　　焼却炉設備（火格子、耐火物）、ボイラ設備（ボイラ水管）について、30年間の施設の稼働を見据え、イニシャルコスト（リニューアル工事費）とランニングコスト（設備整備費）のどちらを重視するか等のバランスを含め、ライフサイクルコストの縮減に向けた設計の考え方を記載する。

・イニシャルコストの縮減に関する提案
施設のしゅん工後、30年間の稼働を見据えたコスト縮減のための方策について、プラント/建築の種別、VE/CDの種別、項目名称、提案内容、適用上の課題と対応策、提案の裏付けとなる実施事例（実績）、コスト縮減見込額等、必要な内容を記載する。

・ランニングコストの縮減に関する提案
　焼却炉設備（火格子、耐火物）、ボイラ設備（ボイラ水管）について、30年間の整備計画を記載する。

　・その他
　　　その他、事業費縮減に関する提案があれば記載する。

「事業費の増加を抑制するための管理手法」に関する提案について、以下の項目を含めて記載する。
・設計段階における工事価格の増加を抑制するための管理手法
資材調達の工夫や仕様変更時のコスト検証等、工事価格の増加を抑制するための管理手法とその工夫について記載する。また、同様の実施事例（実績）等があれば記載する。


【作成上の注意】
・Ａ４（縦）またはＡ３（横）サイズ、片面４枚以内とする。
・図表の使用は可とする。
・文字の大きさは10.5 ポイント以上とする。ただし、図表中の文字はこの限りでない。
・提案の裏付けとなる実施事例（実績）の参考資料は、枚数制限の対象外とする。
・提案にあたっては、焼却炉規模500トン/日を条件とする。
・本囲みは削除して様式として使用する。










